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国立国語研究所の 1967年 の調査 と の 比較 を通 し て

島　村 　直　己
1

三 　神 　廣　子
2

　　　　ACQUISITION 　OF 　HIRAGANA 　LETTERS 　BY 　PRE −SC 董100L 　CHILDREN
』 1・ C ・mpa ・i… with 　th・ ユ9671・vestig ・ti・n ・f　th・ N ・ ti。・ ・I　L・ng ・ ag 。　R 。sea ．ch 　l。、tit。 t。

＿

NaoIni　S1．llMAMuRA 　AND 　Hiroko　lvllKAMI

　　
Si・ ce 　th・ N ・ti  ・・ 1　L ・・ guag ・ Rese・・ch 　l・・tit・t・

’
・ （NI，RI）inv・stig ・ti。 バ Hi，ag 。。a

玉・tt・・s ・e ・d ・・d　w ・itt・n　by　p・e
．
・ch ・ ・】・hi］d・… ，

”i・ ヱ967，　investig・ti・n 、 。 f　p ，e −sch 。。1
・hild… ’

・ ・e・di・g　and … iti・9 ・bility　c ・md ・ct・d ・ m 。・g ・・gi・ns　have　bee。　ne 。rly　n。。
−existel〕t，　 Accordingly，　the　authors 　investigated　the　actual 　ability 　of 工，202　pre −school
children 　in　Tokyo 　and 　Aichi　Prefecture　to　read 　and 　write 　Hiragana　letters．　 Results
show 　that　children

’

s　reading 　and 　writing 　ability 　has　improved 　since 　the　1967　NLRI
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kindergartens　teach　reading 　and 　writing ．　So　we 　conclude 　that　there　has　been　irltel1．
tional　early 　education 　in　inR−titutions　outside 　nursery 　s ｛：hoDls，　kindergartens　and 　the
home ．
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目 的

　国立 国語研究所 が，ひ らが な の 読 み 書 きに 関 し て ，

1967年 に 東京 ， 近畿 ， 東北 の 3地域 の 幼児2，217名を対

象 に 行 っ た調査 の 結果 （国立国 語研 究所，1972〕は， きわ め

て 衝 撃的な も の で あ っ た 。 す な わ ち，同研 究所が ， ］953

年に小学校 に 入 学 した ばか りの 児童 を対象 に 行 っ た調

査の結果 （国立国 語研究 所，1954） と比較す る と，15年弱の

間 に
， 読み で 1年半 ， 書き で 半年ほ ど発 達が速ま っ た

と い う結果 が 得 られ た の で あ る。そ し て ， こ の 調査 の

1

国 立 国語 研究所 （The 　Natienat 　Language 　Research 　Insti．

　 tute）
1 一

宮女 子短 期 大学 （Tchi” emiya 　Womea ’
s　Junior　College）

U
本 研 究 は．幼 児の 文 字と数 の カ リキ ュ ラ ム 開発の た め に ，日本

　児童教 育振興 財団 の 委 託 を受 け て 行 っ た プ ロ ジ ェ ク ト研 究 （代

　表 ・萩 原元 昭 ）の
一

部 で あ る 。筆者 らは，ひ らが な の 読み 書 き

　を担当 した 。

後行わ れ た 同種 の 調査 の 結果 は， こ の 傾向が 更 に 進 ん

で い る こ と を示 し て い る （愛 知 県 教育 セ ン タ
ー．ユ979 ； 上越

教育大学 1Y85 ；神 戸市立 教育研 究所，1973；長崎県教 育 セ ン タ
ー，

19S3a ・1983bi 相 模原 市教育研 究所 ，19SS；文部省，i986）。し

か し．国立 国語研究所 の ユ967年の調査 似 下 「国 語研 調査」

と略 す。〕以後，1市 町村 ユ都道府県 の 範囲 を超え て 行わ

れ た 調査 は，まっ た く と 言 っ て よ い ほ どな か っ た
4。そ

こ で，筆者 らは ， 今回 ， 東京都 と愛知県 の 幼児 1，202名
を対象 に ，ひ ら が な の 読み 書 き に 関 す る 実態調 査 を

行 っ た。調査 の 設計に あ た っ て ，次 の 4 つ の こ と に 留

意 した。

　
・
国語研 調査 の 結果 と比較で きる よう に ， 同

一一
の 方

　　法で 調査 す る こ と。

　
・工市町村 1都道府 県を超 え た広 い 範 囲 を調査地域

　　 と す る こ と。

4

上越 教青 大 学 （1985＞ が 唯
一

と も言え る 例外 で あ る。た だ し ，
　こ の 調 査 は t 対 象 幼 児数 が あ ま り多 くな い 。
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　・国語研調査 は，幼稚園児 だ け を対象 として い る が ，

　　幼稚園児だ け で な く保育所児 も対 象 と す る こ と 。

　・国語研調 査は ， 4 歳児クラ ス と 5歳児 ク ラ ス の 幼

　　児 だ け を対象 と して い る が ， それ よりも下の 年齢

　　の 幼児 も対象 とす る こ と
5。

　本稿 は， こ の 調査 の 報 告と と もに ， 国語研調査以後

20年 ほ ど経過 した経年変化を見 る こ と を目的と す るも

の で あ る、

方 法

　 1． 対象

　東京都お よび愛知県の保育所 13園，幼稚園19園 fi
， 計

32園の 3歳児 ク ラ ス ， 4 歳児ク ラ ス ， 5歳 児 ク ラ ス の

幼児1，202名。平均月齢 は ， 3歳 児 ク ラ ス 50．3，
4 歳 児

ク ラ ス 62．  ， 5 歳児 ク ラ ス 74，0で あ る。東京都な らび

に愛知 県 の 保育所 お よび幼稚 園 の 名簿 を抽 出台帳 と し

た系統 二 段 無作為抽出法に よ っ て無 作為に抽出した園

を調査園 と し た が
，

一
部個別 に 依頼 し た園 もあっ た 。

以 下 ， 年齢 クラ ス を年齢 と 略 し， 3 歳児 ク ラ ス
，

4 歳

児 ク ラ X
， 5歳 児 ク ラ ス をそれ ぞれ 3歳児， 4歳児 ，

5 歳 児 と略す 。 対象幼 児 の年齢 ， 性 ， 幼保 ，
地 域別 の

構成 を TABLE 　l に 示 す 。

　　　　　 TABLE 　1　調査対象幼児 の構成　　 （人 ）

3 歳 児 4 最 児 ヨ 歳 児

合計

男子 女子 小計 男子 女子 小計 男子 女子 小計

保
育

夏京都

愛知県

332439217245174121

柑

謝

S12

 

誌

1呂

353

ε

ヨ3

〕4δ

219
所

小 引
． 5760ll7 諾 61U97 呂 531 ：斗】 367

幼
稚

東京蔀

愛鮭 県

603

工

下8

お

13869128401252D25360 呂7

〒DloD58ls7128578257

園

小 計 9｝ ］1620716s14 う 3131571 灘 315 δ35

合 計 1431753242262D6432235211 荏461202

2． 内容

国語研 調査 と 同 じで あ る 。 すなわ ち，読 み に つ い て は ，

　  清 音 ・撥音 （「ん D　　　　　　 46文字

　  濁音　　　　　　　　　　　　 20文字

　  半濁音　　　　　　　　　　　 5 文字

s
面 接調 査 は 3歳 児 以 ヒを 対 象 に 行 っ た が，そ れ よ り も ドの 年

　齡 の 幼 児 に は，母 親 を対 象 に ，質 問紙 に よ っ て 幼 児 の ひ らが な

　の 読 み 書 きの程 度 に つ い て 調査 した 。集 計 結 果 は，幼 児の 基 礎

　掌 力研究会 （199   に 報 告 し た。
E 東 京都 の 幼稚 園 と し た 中 に ，1 園 だ け 埼 玉 県 与 野市 の 幼 稚園

　 を含 む n
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 − 71

  拗音 （例　お もち ゃ ）

  促音 （例　 き っ て）

  長音 （例　ひ こ うき）

  拗長音 （や き ゅ う）

  助 詞 「は」

  助詞 「へ 」

問

問

問

問

問

問

6
　

3
　

86

　

2
　

2

71

を調査 した。た だし ， （野   に つ い て は，   の清音 ・

撥音46文字の うち40文字以上 正 し く読 め た幼児だ けを

調査 した。つ ま り，   の 清音 ・撥音の うち4 文字以上

：正 し く読 め なか っ た幼児は ，   〜  の 特殊音節 を 1 つ

も正 しく読め な い とみ な し た わ け で あ る。そ して ， 書

き に つ い て は，

　　  清音 ・撥 音 （「ん i）　　　　　　 46文字

　　  濁 音　　　　　　　　　　　　 20文字

　　  半濁音 　　　　　　　　　　　　5文 字

の 71文字を調査 した。た だ し ， 正 し く読 め な い 文字 は

書け な い と み な して ， 正 し く読め た文字 に つ い て の み

調査を行 っ た。

　 3． 方法

　国語研調査 で 使 っ た の と同じ調 査 文字カ
ー

ドを利用

し て 行 っ た 。 す なわ ち ，読 み に つ い て は，文字 （清 音・

撥音 濁 音．半濁 音 の 場 合 ） な い し語 （拗荒 促音，長音 拗長 荒

助 詞 「は 」，助 詞 「へ 」の 場 合｝で提出 し て 読 ま せ る も の で あ

り ，
そ し て書 き に つ い て は ，絵 を示 しな が ら ， 「× x の

○」と言 っ て，絵の名前 （× X ）の 最初の 音節 （O ）を書

か せ る もの で あ る。

　読み 書 き と も同
一

時間 に 行 い
， 読み の 調査終了後 ，

す ぐに書 きの 調査 を行 っ た 。 調査 に は ， 筆者 ら の ほ か ，

心理学，教育学 ，社 会学，家政学等の 専攻の 学生 （学部

7 生、大 学院生〉が あた り ， 幼 児 の 就園 し て い る保育所．

幼稚園 で 個別 テ ス トの 形式 で 実施 した 。

　 4． 集計

　 幼児の解答 は，調査員が そ の 場で 正誤 判定 を行 い
，

記録 用紙に 判定結果 等 を記入 し た
7
。そ れ を コ

ー
ド化

し ， 機械可読形式 に して ，
コ ン ピ ュ

ー
タ に よ っ て 集計

　し た 。

　　コ ードの 体 系 は ， 誤答傾 向を分析 す る こ と を主 目的

に 作 っ た 。 ただ し，読み で は ， 幼児音 や方言音で 読ん

だ もの と，「は 」「へ 」を 「ワ 」「エ 」と読ん だもの を正

答 と し た が ， 他の 正答 と は別の コ ー ドを付 け た 。 また ，

書 き で は，字形 と筆順 の 両方と も 正 し い もの と ， 字形

　だけ正 しい もの と を 区別 し て コ
ード を付け た。

　　5． 時期

1

書 きの 場合 は ， 調査 終了後，担 当者 （三 神〉が 更 に 幼 児 の 解答

　 を チ ェ ッ ク した。
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1988年11月下旬〜12月 中旬

結 果

教 育 心 理 学 研 究 第42巻 第 1号

　 L　 読み

Ll ， 平均読字数

　平均読字数は，清音 と撥音の 「46文 字 の 範囲」 で は，

　　 3歳児
一一 14．O字 （30，4％）

　　 4 歳児一 ・34．7f字　（75．4％ ）

　　 5歳児
一 43．8字 （952％）

で あ っ た。そ れ に 濁 音 と半濁音を加 えた 「71文字の 範

囲」 で は ，

　　 3 歳隻見一 18．6彳i　（26．2％ ）

　　 4 歳児一 49．7字 （70．0％＞

　　 5 ．歳S見一一一モ35．9
’
手1 （92．8％）

で あ っ た。46文字の範囲 よ り も ， 71文字 の範囲の ほ う

が 平均読字数の割合 が小 さ い 。すな わ ち ，清音 ・撥音
の ほ うが 濁音，半濁音 よ りも習得が 早 い 。な お ， 読字

率の 月齢発達の 経過を，TABLE　2 に 示 した 。 4 歳台 の

初め で 4分 の 1 ，後 半で 半分，そ し て 5歳 台 の初め で

4分の 3，後半で 9割の 文字が 読め るよ うに な る と，
だ い た い 言え る だ ろう。

TABLE 　2　読字率 の 月齢発達

46文 字の範 囲　71文宇 の 範囲

25％ を超 え る 月 齢 　　4 歳 1 か 月　　4 歳
．
q か 月

た もの で あ る。 3 歳児 で は ， 「O − 4j の 区間 に 半分以

上 の幼児が集中 して い る が ， 4歳児， 5 歳児 で は ， 65
文字以上 の 区間 に 集中す る よ うに な る 。 特に 5 歳児 で

は
， 7割近 くの 幼児が 「70− 71」の 区間 に 集 中 して い

る。しか し， 全体 をま とめ て見る と
，
FIGURE　1 に 示 す

よ うに ， 「10− 14」と 「55−．59」を変曲点 とす る U 字型

分布 をして い る 。

40
％

　 30
あ

器2。

響
踝

　 　 　 　

　　　　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 誼 字 数

FIGURE　l　 71文字 の 範囲で の 読 字数の 分布 （全 体 ）

50％ を超 え る月 齢

75％ を超 え る月 齢

90％ を超 え る 月 齢

4歳 8 カ1 月 　　　4 歳 8カ、月
5 歳 1 か 月　　5 歳 3 か 月

5 歳10か 月　　5歳 田か 月

i．2． 読字数 の 分布

　TA8LE 　3は ，71文字 の 範囲で の 読字数 の 分布 を示 し

　　　　　　 TABLE 　3　読字数 の 分布　 （％）

読字数　　3歳 児　　4 歳 児　　5歳児

1．3． 文字種別 読字率

　清音 ・撥音，濁音 ， 半濁音，拗音 ， 促 音，長音 ， 拗

長音，助詞 「は 」，助詞 「へ 」の 文字種別 の読字率を求

め る と ， TABLE 　4 の よ う に な る。清 音 ・撥 音，濁音 ，

半濁音 は，平 均読字数 の 割含で ある 。 そ して ， 拗音，
促音，長音 ， 拗長音，助 詞 「は 亅，助詞 1へ 」は，平均

正答数 の割合で あ る。清音 ・撥音の ほ う が 濁 音 ， 半濁

音 よ り も 習得 が 早 い
。 そ して ， 1文字 1音節対応 の 清

音 ・撥音，濁音 ， 半濁音 の ほ うが，そ う で な い 拗音 ，

促音 ， 長 音，拗長音 や ， 助詞 「は 」， 助詞 「へ 」よ り も

習得が 早 い 。

U− 45
− 91D

　 l415
一

ユ920

　 2425

−2930
−

：弖435

− 3Y40
− 4445

−4950
− 5455

　5960
− 6465
− 6970
− 71

駕

貿

潟
四

焔

晁

罷

詑

9．36
．33
．51i
．72

．81
．41

．91
．41

．63
．03
．22

．89
．513
．935
．7

o．7
　1．10

．40
．9D

，70
、40
．2040

．91

．31
．1254917

．966
，6

TAB 認 4　文字種別読字率　 （％ ）

文 字種 3歳児 　　 4 歳 児 　　5 躾 児

清 音 ・撥 音　　 30 ．a
濁　 　　 音　　 19．3
半 　 濁　 音　　　14．7

拗 　 　 　音　 　 　6，4

促 　 　 　音　 　 　8，7
長 　 　　 音　 　　7．3
拗 　長 　 音　 　　6．5
助 詞 1は 」　 9．1
助 詞 1へ 」　 　 7．9．

75．463

． 

49．33D

．536

．225

，828

、2
：1　3、830

，8

gs．？
go．381
．765772

．955
．460
．165

．665

，5

1．4 　地域，幼保，性 に よ る違 い

　地域 ，幼保 ， 性に よ る違 い は どの 程度 あ る だ ろ うか 。
東京都 と愛知県を調査地域 と し た の は ， 主 と し て

， 調
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査 の便宜の た め で あ っ た が，こ の 2 つ の 地域 を比較
．
す

る こ とに よ っ て ， 幼児の ひ らが な の 習得の地域差に つ

い て ，あ る程度 の 見通 しを付 け る こ とが で き る と 思 わ

れ る 。 清音 ・撥音 ， 濁音 ， 半濁音の 71文字 に っ い て ，

年齡，地域，幼保 ，性 の 組 合 わ せ で 平均読字数 を 計算

す る と ， TABLE 　5 の よ うに な っ た 。 東京都 （4e．9） よ り

も愛知県 （45、4）の ほ うが よ く，保 育所 （39．8） よ P も幼

稚園 ｛46．5） の ほ うが よ か っ た 。 そ し て 男 子 〔4側 よ り

も女子 （4s．9）の ほ うが よ か っ た fi
。
　 TABLE 　5 の 平均読 字

数 に よ っ て 分散分 析 を行 う と ， 主効 果 に 関 し て は ，い

ず れ も有意で あ っ た 。 分散分析表 を TABLE 　6 に 示 す。

交互作用 に 関 して は ，A × B （年 齢 × 地 域 1 と BXC （地

域 x 幼 保 ）の み 有意で あ っ た 。 FIGURE 　2，
　 FIGURE　3 を参

照の こ と。

TABLE 　5　年齢 ・地域 ・幼保 ・性別 平均 読字数

東　 　 京　 　都 愛 　　 知　 　県

保 育所 幼稚 園 保 育 所 幼稚 園

男 了　 女子 男 子 　 女子 男 子 　 女子 男 子 　 女 子

3 歳 児

4 歳 児

5歳 児

8 ．8　 14．5

28．7　 37．5

59．9　 62．6

19 ．3　 275

47 ．2　 53、7

54．く　 675

12 ．4　 10．1

52 ．5　 57，5

68．6　 65．5

15．9　 22．9

畦35 　 62．7

643 　 68．7

　 70

　 60

　 50
平

均 40
読

宇
30

数 20

　 10

　 0

一

愛知県

一．　一

、

气

栗 京都

．一「．

．

幽．

一．

．一．一．

3 歳児 　 4歳 児

幼 児の 年 齢

5歳 児

TABLE 　6　読み の 分散 分析表

FIGURE 　2　「年齢 」 の 要因 と 「地域」 の 要因 と の関係

　 70

　 60

　 5D
平

均 4D
読

字 30

数
　 2D

　 lo
　 o

　 　 　
一一
幼 椎閲

　　　　 ↓一一一一　 ．一
　

一

一

乗京都

地　 域

璽知 県

FIGURE 　3　「地域」の 要因 と 「幼保」の 要因 と の 関係

要　 囚 ss dfMS F

A 〔年 齢）

B （地 域）

C （幼 保＞

D （性 ）

A × BA

× CA

× DBxCBxD

じ xDB

× C × D

AxCxD

A × B × D
AxBxC

誤 　　 　差

97409 〔Il2

ユ．05266

．00182D52131

〔1

　 6］ 94

　 6423135

，85

　 ］．35

　 3927

　 40．82

　 196

　 22、77

　72 】6

　 6 ．9．9

2111222111122224870．45121

．D5266

．OO182

．〔｝5105

、i5

　 31）．97

　 32．lll35

．85

　 1、E5

　 39，27

　 40．82

　 098
　 ／139

　 36，08

　 350

ユ393．38s‘

　 3｛．｛i3s

　 76．10“

　 52．08ホ

　 3D．48’

　 B．86

　 tj．19

　 3B．8T零

　 〔ユ．39

　 11．211

　 11．68

　 【〕．Lt8

　 3 ．26

　 10．32

全 体 　　　ユ097044 　　 23　　　
虚P＜0 ．05　　

躰P 〈D．  1

8

　カ ッ コ 内 の 数 字 は，TABLE 　 5 に も とつ い た 各水 準 の 平均 値 で

　 あ る．2．4．の 書 きの 場 合 も同様 で あ る。

　 2． 書 き

2．1． 年齢別平均書字数

　平均書字数 は，46文 字 の 範 囲 で は ，

　　 3 歳 ，思
一

　3．7：，郭　（8．0％ ＞

　　 4歳児・』　 15．9字 （34．6％ ）

　　 5 歳児　 一31．6字 （68．7％ ｝

で あ っ た。そ して ， 71文字の範囲 で は，

　　 3 歳児一 4．5字 〔63％）

　　 4 歳児　　20、9字 （294％ ）

　　 5 歳隻見　　　　44．6字　｛628％）

で あ っ た。清音 と撥音の 46文 字の 範囲 よ り も， そ れ に

濁 音 と 半濁音 を加 え た 71文字の 範囲 の ほ うが 平 均書字

数 の 割合が小 さ い
。 す な わ ち ，読み と 同様 に ，清音 ・

撥音
．
の ほ うが ，濁音 ， 半濁音 よ り も習得が 早 い

。 以 上

は，字形 が正 しく筆順 も正 しい 解答 だけを正答 と し た

結 果 で あ る。筆順 の 正 誤に 関係な く字形が 正 し い 解答

を正 答 と して 計算す る と，46文字 の 範 囲で は ，

　　 3歳児
一 4．7字   2％＞

　　 4 歳児一 19．5字 （42．4°
16）

　　 5 歳 児
一 35．8字 （？7、8％ 〉

で あ り，7】．文 字 の 範 囲 で は

　　 3 歳児　　 5．8字 （8 ．2％）

　　 4 歳児
一 25．8字 C36．3％）

73 一
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　　 5歳髪冠
一一一50．9字 （71、了曳6）

で あ っ て ， 上 と同じ傾向が見 られ た。以下，国立国語

研究所 （1972）に 従 っ て ，字形が 正 し く筆順 も正 し い 解

答だけ を正答 と す る 。 そうす る と， 書字率 の 月齢発 達

の 経過 は，TABLE 　7 の よ うに な る 。 4 歳台の 後半で 4

分 の 1
， 5歳台 の 後半 で 半分 ，

そ し て 6歳 台 の 後半 で

4 分の 3 の 文字が書け る よ うに な る と， だい た い 言 え

る だ ろ う。

40
『如

　 30
幼

児
の 2e

契
1 ，

　 10

　 D　　 10　　 20
％ 　 l　　 I　　 l
　 4　　 14　　 2430

　　40　　 50　　 60　　70
1　 　 1　 　 1　 　 1　 　 1
34　　44　　　54　　　M 　　　@7

書 字

TABLE 　7 　書 字 率の月齢
達 角GURE 　4　 71 文字 の 範 囲での 書 字数 の 分 布

体〕 46 文字の範囲 　 71 文

の範囲 25 ％を

える月齢 i 〔1 ％

超える 月齢 75
を超える月齢 9

唐  ｴえる 月齢 4 歳10

月　 　5 歳2 か月 5 歳

ｩ月 　　 5

9か月 6 歳7 か月

．2 ． 書字数の分 布
’ 　 TABLE 　 8 は， 71 文 字 の 範

で の書 字 数 の 分 布を示し たも
の

である 。3 歳 児で は

「0 − 4 」の 区 間に 4 分 の 3以上の 幼 児 が集
中

して

る 。4 歳 児 で は， 「 O − 4 」 の 区間 にや は りい ち

ん 多く幼児が集 中 して い るが ， その 割合は 全 体の

ｪの1 ほどに な る。 5 歳 児 で は ， 50 文字以上の 区

に ，だ いたい半 分の 幼児が 集 中 す る よ うになる。そして

全 体 を ま と めて 見る と ， FIGuRE4 に 示 す よう

，読みと 異 なり，書けな

幼児 が 多く 書 2 ． 3 ．文 字 種別書字 率 　清音

撥 音 ，濁音，半濁音の文字 種 別の 書 字 率 を
求 めると ，T

LE 　 9 の よう に なった。 い ずれ も書 けた
平

均文

数 の 割 合である 。 読みと 同 じように，清 音
・ 撥 音

ほ う が 濁 音 ，
半 濁 音 よ り も 習 得 が早い。文字 種に

っ て 言え ば ， 読 み 書き

じような習得傾向を示し て いると言える

ろう。 TA 冊LE 　9　文字種別書

率　％

ｶ
字

歳

児

　4歳

　　5

児

撥

ｹ 清

音音

濁半

8．3

．7

D934 ． 621 ． 3 14 ． 1

8 ．754 ．4 43 ．8 け

幼児 が 少ない 逆 J 字型 の 分布 をし ている

TAE

　 8

書字数
の
分布

（％）

字数
　

　3

児　
　4歳

　　5 歳児

⊂1− 4

−911
．1415

− 190

−245

−29

−34

−39

k1

一

麟

萄

一

49

5

〔

1

E4

ヨ

5

−

59

6

〔

〕

−

−

69

70

−

7

王

736

9663609500

684

z］

 

OOOOOO

【

‘

223

63316

？

2970

709

76555331D

O

一− 480176150726

43332325687812491 　 　　 　

　　　　Lll 2 ． 4 ．地 域 ，幼保，性によ る 違い

　 地 域 ，幼保，性による違 い は どの程度ある だろ う か 。

1 文 字 の 範囲 に つい て， 年齢，地域，幼保，性 の 組合 わせで平均書

数 を 計算 す ると，TABLE ユ O のよう に なった。 読 み

同じ く ， 東 京
都 （ 20 ． 5 ） よりも愛知県 （ 24 ． 3 ） のぼう

よ く ， 保 育 所 伽 2 ） より も 幼 稚園（24 ．5｝の ほ うがよ

っ た 。 そして，男子 〔 エ 8 ． 7 ） よ り も 女 子 （ 26 ．

j のほ うがよ か っ た 。しかし， TABLE ］．  の平均書

数 に よって 分 散分析 を行うと ， 主効 果に 関 し て は

年齢， 幼保，性のみ 有意で あった 。分散分析表をT

　 11 に 示 ｷ 。交互作用に

ては ， L 意な 烽ﾌ は ﾈ かっ

BTALE 　10@ 年齢 ・ 地 諱E 幼保 ・

別平 均

書字 数

<TAB>

東　　京　 　都<TAB>

愛　　知 　　県<TAB><TAB>
保育 所<TAB>幼稚

<TAB>保育 所<TAB>幼

稚園 <TAB>男子　女

子<TAB>男子 　女予<TAB>

j子　女 子<TAB>男

子　女子 3歳児

4歳児5歳 児<TAB>重．

o｝　4 ．28

．4　ユ5 ．329

．6　44 ．2<TAB>

D0 　 6

816 ．6 　 26 ， 7393 　 48． 6<TAB>1、 ユ　1 ， 617 、
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TABLE 　11 書 き の分散分析表

要 　 因 SS dfMs F

A 　　吃年 齢）　　　　　6477 ．87

B （地 域） 　 　 B5 ．50

C （幼 保）　 　 　 113．10

D （性 ｝　 　 　 　 327 ．82

AXB 　 　 　 　 87．19

A × C　 　 　 　 　 　 2 ，25

AXD 　 　 　 　 　 98．06

BxC 　 　 　 　 　 33．84

B × D 　 　 　 　 　　 D ．40

CXD 　　 　 　　 　　O．OO

BxC × D 　 　 　 　2」O

AxC × D 　 　 　 O ．74

AxBxD 　 　 　 4．41

AXB × C 　 　 　 23，17

誤 　 　 　差 　 　 　 9．26

2　　　　1S23S．94

1　 　 　 B5 ，50

1　 　 　 113，10

1　 　 　 327 ．82

2　　 　 43．60

2　 　 　 　 1．13

2　 　 　 49 ，D3

1　 　　 33．84

1　 　　 　 0．40

1　 　 　　 0，DO

l　 　 　 　 2．1 

2　　 　　 0、37

2　　 　　 2．21

2　　 　 1／．59

2　　 　　 4．63

699．30零寧

18 ．4624

，42寧

70 ，78寧

　 9．41

　 0、2410

．59

　 731

　 〔｝ 09

　 0．uo

　 o45

　 DO8

　 0．48

　 2．5D

答 えた母親の割合は ， 幼児 の 年齢が上 に な る ほ ど大 き

くな り，
5 歳 児 の 母親 の 場合，45％ と な っ た

9
。幼 児 の

ひ ら が な の習得 に対す る親の 教育関心 の増大 を示 して

い る と言え る だ ろ う。

　 しか し， 文部省 （1986＞に よ る と ， 文字の
一

斉指導 を

行 っ て い る幼稚園の 数は ， 1割ほ ど に し か過 ぎな い 。

し た が っ て ， 保育所 ， 幼稚園 ， そ して お そ ら くは家庭

以外 の場で の教育 （機 関 ）が 介在 し て い る こ と が想像さ

れ る 。

　 ま た ， 読み の 場合 ， 地域と幼保 と の 間に交互作用が

認 め られ た が，実は，書 き で も，有意 で は な い が ，同

様の傾向が 見 られ る の で あ る 。 こ の こ と も含め て ， 幼

児の ひ ら が な の 習得 に つ い て ，さ ら に 調査 す る必要が

あ る だ ろ う。

全 体 　　　7265．71　　 23　　
‡P〈0．05　　

榊 P ＜〔1．Ell

考 察

　TABLE 　12 は ， 国語研調査 の 結果 と今 回 の 調査 の 結果

と を 比較 し た も の で あ る 。 カ ッ コ 内の 数字は ， 幼稚園

児 の 結果 で ある。今 回 の 調査 の 4歳児の 成績 は，国語

研調査 の 5歳児の成績 に 近 か っ た。国語研調 査 の 5歳

児 の 成績 と比較す る と，読み で 94％ ， 書 きで 80％ の 成

績 で あ っ た。幼稚 園児 だ け を比 べ る と，読み で 95％，

書 きで 98， 9 ％ の成績で あ っ た。

　 1967年 の 国語研 調査 の結果 は ， そ の ユ5年ほ ど前に 行

わ れた調査 の 結果 と比 べ る と，読 み の 成績 の きわ め て

向上 し て い る こ と が 特徴で あ っ た 。そ し て ， こ の 理 由

と し て ，強制的な 教え 込 み で は な く ， 文字環境の 整備

が あ げられ て い た 。今回 の 調 査 は，国語研調査 の結果

と比 べ る と ， 読み 書 き と もほ ぼ 同 じ程度成 績 が 向上 し

て い る 。 問題 は ， こ の こ と の 解釈で あ る 。 筆者 ら は ，

20年 ほ ど前 の 国語研調査 の と き と異な り，意図的な教

育 襁 制 的な教 え込 み ）が介在 し て い る た め で はな い か と

考 え る 。
一．
般 に ，読 み は 日 々 の 経験か ら自然 に習得す

る こ と が 可能 で あ る の に 対 し
， 書 き は 自覚的 に 行 わ な

け れ ばなか な か 習得で き な い もの で あ る。漢字習 得の

研 究 の 結果 （天 野 清 ・黒 須 俊 夫，1992 ，国 立国語研 究 所，1988）

か ら ，
こ の こ とが言 え る。特に ， 筆順 まで 正 し く習得

し て い る の は ，
こ の こ とを裏付け て い る と考 える。ち

なみ に ，調 査幼児の 母親を対象 に し て ，
こ の 調 査 と同

時 に 行 っ たア ン ケ ー
ト調査 の 結果 に よ る と，「子 ど もが

字を書 く と き は ，
い つ も筆順 に 注意 を払 っ て い る。」と

TABLE 　12 読 み書 き の経年比 較

国語研調査　　　今回 の 調査

1957年 　 　 　 　1988年
調 査 時 　期

11月　 　 　　 　 11〜12月

保育所児
調 査 対 　象 幼 稚 園 児

幼椎園児

465
歳 児 036 ．B　　　　　　　　43 ．8（43 ．9）

文 4歳 児 24．4　 　 C34 ．7（35．D
読 字

3 歳児 14．｛｝（16．7）

み 715 歳 児 053 ．0　　　　　　　　65．9（66．1）

文 4歳 児 33．5　 　 0 哩9．7（50．3）
字 3歳 児 18．6（22．5）

465 歳児 ◎19 ，9　　　　　　　　31．6（35．S）

文 4歳児 8．7　 　 ◎ 15．9〔19．5）
書 字 3歳 児 一　 　　 　 3．7（4．7）

き 715 歳 児 1◎ 26．0　　　　　　　　44、6（50．9）
文 4 歳 児 1  ．8　 　 ◎ 20．9（25．8＞
字 3歳 児 45 （5．8）

L注〕　 カ ッ コ 内 は 幼稚園 児の 結 果。
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　問に 対 す る縞 果 （冠 肢 択一） で ある 。
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